
 「これからの可茂特別支援学校」 
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新校舎（東棟）完成とともに、既存校舎（管理棟、西棟）の改修工事も

終わり、当校の課題であった狭隘化が解消されました。３年余のコロナ禍

や教育環境の整備により、当校の教育実践の在り方も大きく変化しつつあ

ります。 

高等部の職業教育においては、製造業だけでなく、コミュニケーション

能力をより一層必要とするサービス業への就労にも適応できる力の育成に、

今まで以上に力を入れて取り組んでまいります。 

また、児童生徒一人一人の夢や希望の実現に向け、「いつでも」「どこで

も」「誰とでも」発揮できる力の育成に取り組み、将来は地域の担い手のひ

とりとして、より豊かな生活を送ることができる姿を目指します。 

そして、学校、児童生徒と保護者、地域の方々が一つのチームとなり、可茂地域の特別支援教育の拠

点校としての役割を果たし、共生社会の推進に寄与してまいります。 

 今後も、関係者各位のご理解とご協力をお願いいたします。 


